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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年9月18日(2014.9.18)

【公開番号】特開2013-42396(P2013-42396A)
【公開日】平成25年2月28日(2013.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-010
【出願番号】特願2011-178554(P2011-178554)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/19     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/19    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ａ
   Ｈ０１Ｌ  41/08    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月30日(2014.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　請求項１に記載のメサ型水晶振動片と、
　前記メサ型水晶振動片が載置されるベース板と、
　前記ベース板とともに前記メサ型水晶振動片を収納するキャビティを形成するリッド板
と
を備える水晶デバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　請求項１に記載のメサ型水晶振動片と、
　前記環状枠体の一方の面に接合されるベース板と、
　前記ベース板とともに前記メサ型水晶振動片を収納するキャビティを形成し前記環状枠
体の他方の面に接合されるリッド板と
を備える水晶デバイス。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【図１】（ａ）は、リッドを取り外した第１実施形態の第１水晶振動子１００の平面図で
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ある。　（ｂ）は、第１水晶振動子１００のＡ－Ａ’断面図である。
【図２】水晶振動片の長さの中心と励振電極の長さの中心との偏心量とＣＩ値との関係を
示す図である。
【図３】第２実施形態の第２水晶振動子１１０の分解斜視図である。
【図４】（ａ）は、図３のＢ－Ｂ’断面図である。　（ｂ）は、第２水晶振動子１１０の
水晶フレーム３０の平面図である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、励振電極２２ａ、２２ｂ、引出電極２３ａ、２３ｂ及び接続電極２５ａ、２５ｂ
は例えば下地としてのニッケル層又はクロム層が用いられ、この下地の上面に金層が用い
られる。なお、下地の厚さは例えば０．０１μｍ～０．１μｍで、金層の厚さは例えば０
．１μｍ～２μｍである。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　ＡＴカットの水晶振動片２０は、セラミックベース板４０の台座４５のベース接続電極
４３に搭載され、導電性接着剤６１を介してベース接続電極４３に接合される。次いで、
ＡＴカットの水晶振動片２０を収容したセラミックベース板４０に第１リッド１０を搭載
し、不活性ガスで満たされたチャンバー（不図示）又は真空のチャンバー（不図示）に配
置される。セラミックベース板４０と第１リッド１０とは、真空中又は不活性ガス中で封
止されてパッケージ８０を形成する。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　図２は、水晶振動片２０の長さ（Ｘ軸方向）の中心と励振電極２２の長さ（Ｘ軸方向）
の中心との偏心量ＬｆとＣＩ値との関係を示す図である。使用した水量振動片２０は、水
晶振動部２４の厚さ（Ｙ’軸方向）を変え、発振周波数が３８．４ＭＨｚ及び３２．７３
６ＭＨｚの二種類である。そしてメサ型の水晶振動部２４を形成する位置の中心位置Ｐを
水晶振動片２０の長さの中心点Ｏ（図１を参照。）から偏心させた。また励振電極２２は
水晶振動部２４に合わせて中央に形成したため、励振電極２２の中心位置Ｐも水晶振動部
２４と同じ量だけ偏心している。３８．４ＭＨｚの水晶振動部２４は、その偏心量Ｌｆ（
図１を参照。）を１０μｍから９５μｍまで変えた実験した。また、３２．７３６ＭＨｚ
の水晶振動部２４は、その偏心量Ｌｆを０μｍから９０μｍまで変えた実験した。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２７】
　（第２実施形態）
＜第２水晶振動子１１０の全体構成＞
　第２水晶振動子１１０の全体構成について、図３、図４を参照しながら説明する。
　図３は、第２水晶振動子１１０の第２リッド１２側から見た分割した状態の斜視図であ
る。図４（ａ）は水晶フレーム３０と第２ベース板１１と第２リッド１２とが接合された
後の図３のＢ－Ｂ’断面図であり、（ｂ）は水晶フレーム３０に励振電極３０４ａが形成
された状態を示す平面図である。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　使用した水晶振動部３０３の発振周波数は３８．４ＭＨｚ及び３２．７３６ＭＨｚの二
種類で、それぞれの厚さ（Ｙ’軸方向）が異なる。また、励振電極３０４ａには水晶片３
０１の底面（－Ｙ’側）の－Ｘ側の一端まで伸びた引出電極３１３ａ及び接続電極３０５
ａが形成され、励振電極３０４ｂには水晶片３０１の底面（－Ｙ’側）の＋Ｘ側の他端ま
で伸びた引出電極３１３ｂが形成され、接続電極３０５ｂが水晶片３０１の底面（－Ｙ’
側）の＋Ｘ側の他端に形成されている。水晶フレーム３０は、第２ベース板１１と封止材
ＳＬで接合する際に、接続電極３０５ａ、３０５ｂと導電性接着剤６１を介してベース接
続電極１１８ａ、１１８ｂに電気的に接合される。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　さらに、水晶フレーム３０の四隅には、水晶キャスタレーション３０６ａ、３０６ｂが
形成されている。また、水晶キャスタレーション３０６ａには水晶側面電極３０７ａが形
成される。水晶側面電極３０７ａは引出電極３１３ａ及び接続電極３０５ａに接続される
。同様に、水晶キャスタレーション３０６ｂには水晶側面電極３０７ｂが形成される。水
晶側面電極３０７ｂは引出電極３０３ｂ及び接続電極３０５ｂに接続されている。
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